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令和３年度 ４月定例会会議録 

 

◎招集年月日  令和３年４月２３日（金） 

◎開催日 時  令和３年４月２８日（水） 午後３時～午後４時４５分 

◎場   所  伊那市役所 ４階 庁議室 

◎出 席 委 員  笠原教育長、北原教育長職務代理者、田畑教育委員、原田教育委員、黒河内教育委員 

◎出 席 職 員  馬場教育次長、宮下学校教育課長、北林生涯学習課長、早川市誌編さん室長、 

        小松指導主事、福與指導主事、伊藤教育総務係長 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 教育長 

・ここに至る１年間、感染症対応で委員の皆様にお気遣いいただきながら、様々な課題に取り組

んできているが、それを大事にしながら業務を推進してくることができた。 

・本年度の取組みを構想するという段で、いろいろにお考えをお聞きしながら考えていた中で、

三つから四つの言葉に集約されるようなことが見えてきた。コロナ後も見据えながら、本質化

と日常化、1人に確かな、一つ一つに大変多くの思いを込めながら、言葉を言い続けてきた。 

・私どもの営みはほとんど表に出ない、それでいて、丁寧さが不可欠な日常の取組み、積み上げ

になっている。 

・伊那市の状況は、新型コロナウイルスが姿を変え、また感染力を高めて、学校や地域の皆さん、

子どもたちのすぐ近くに来ている。そのことを改めて胸に置きながら、今までと変わらず、気

持ちを重ねて取り組んでまいりたい。 

 

３ 委員のひと言 黒河内委員 

・４月に新入社員が会社の方へ入ってきた。30代の女性で、夫婦で神奈川県庁に勤めた方で、子

どもが 1人いる。 

・長男が 1年生でこの４月に伊那小学校に入学したということだが、元々当社に入りたかったか

ら伊那市に移住したわけでなく、伊那市に移住しようと思い会社を探した結果、ご縁があった。 

・伊那市に来たきっかけは家族旅行で、新宿から上高地に行こうと思い沢渡駅を目指したところ、

伊那市の沢渡についてしまった。市内の宿泊施設に泊まった時に、伊那に住むのを勧められた。 

・いろいろ調べていくと、伊那小学校の教育方針が子どもにとって良いと感じて移住に繋がった。

伊那小学校の教育方針は全国的に見ても移住するほどの理由になる。子供の教育というのは移

住先の選択において重要であるということを感じた。 

・伊那市は移住先として魅力がある。新産業技術を生かした取り組みをしているとこと、首都圏

からのアクセスが良いとこと、リニアの開通、二つのアルプスに挟まれた自然環境、子育て、

伊那小だけでない信州の優れたこの教育の伝統などがある。。 

・各地から伊那市に、移住者が来るときに、伊那市が、できる限りいろんな人を受け入れられる

器になっていると良いと思う。 

・トランスジェンダー、LGBTQ など、今後重要になっていくのではないかと思う。学生服もジェ

ンダーレスを導入する学校が出てきている。すぐに学生服を変えられるかというのはいろいろ

あるかと思うが、伊那市として、学校においてのジェンダーレスだけではなく、いろいろな意

味で多様性を受け入れていく方向で発信することは、これまで以上に大事になると思う。 

 

４ 会議事項 

第１ 教育長報告 

  ・教育長から資料に基づき報告。 
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第２ 議案 

 議案第１号 伊那市教育委員会共済等事務取扱要綱の一部改正について 

・学校教育課長から資料に基づき説明。 

・質問、意見はなく、原案どおり決議された。 

 

 議案第２号 伊那市特別支援教委育就学奨励費支給要綱の一部改正について 

・学校教育課長から資料に基づき説明。 

・質問、意見はなく、原案どおり決定された。 

 

第３ 協議事項 

（１）伊那市社会福祉協議会評議員の推薦について 

・学校教育課長から資料に基づき説明。 

・質問、意見は無く、提案のとおり決定された。 

 

（２）中間教室の夜間開室について 

・学校教育課長から資料に基づき説明 

・教育長職務代理者から「伊那市は広域であるため、各地域に出向くことなど検討しているか。」

との質問があり、学校教育課長から「意見を聞きながら、可能性を探り、検討していく。」旨の

回答があった。 

・教育委員から「利用できるのは伊那市民だけか。」との質問があり、学校教育課長から「原則伊

那市の学校が対象である」旨の回答があった。 

・教育委員から「通常級に通うことがゴールとなると、そのことで来られなくなってしまう子がい

る可能性があるため、幅広く受け入れてほしい。」との意見があり、学校教育課長から「広い意

味での対応をしていく。」旨の回答があり、指導主事からは「国の方針も変わってきており、学

校も通常級へ返していく場所であるという認識が変わりつつある。」旨の補足があった。 

・教育委員から「様々な学年の子がいるので、授業と言うよりは自習形式か。」との質問があり、

指導主事から「前提として学びの場所の確保があり、ニーズに合わせて対応していく。」旨の回

答があった。 

・その他、質問、意見は無く、提案のとおり決定された。 

 

第４ 報告事項 

（１）教育委員会各課関係行事予定について 

・各課長から資料に基づき説明。 

  （質問・意見なし） 

 

（２）小中学校年間行事予定について 

・学校教育課長から資料に基づき説明。 

・一部出席者の変更がされた。 

 

（３）５月以降の文化施設等の行事日程について 

・生涯学習課長から資料に基づき説明。 

  （質問・意見なし） 

 

（４）生涯学習基本構想 令和２年度達成状況について 

・生涯学習課長から資料に基づき説明。 



3 

 

  （質問・意見なし） 

 

（５）共済・後援について 

・学校教育課長から資料に基づき説明。 

  （質問・意見なし） 

 

（６）その他 

・笠原教育長一期を終えて一言 

・田畑委員二期を終えて一言 

 

５ その他 

（１）５月の日程について 

（２）６月の主な日程について 

・教育次長から、(1)、(2)について資料に基づき説明。 

  （質問・意見なし） 

 

６ 閉会 


